「支那へ 往 つてた 弟が、 病気で 長 崎まで 帰って、 すぐ 

来て くれって 電話が かかって 来たから、 これから 往っ 

あと つ 

て 来る、 後 をよ く 気 を 注け て くれ」 

と 云った。 すると 番頭が 変な 顔 をして 主人の 顔 を 見 

返した。 

「長 崎へ 電話が 通じてお ります か」 

ごろ 

その 時 は 明治 四十 三年の 八月 比の ことで、 長 崎への 

長距離電話 は 無論なかった。 主人 は 気が 注いて 電話局 

へ si あわして みた。 果して 長距離の 電話 もなければ、 

今 電話 をつな いだ こ ともないと 云った。 主人 はます ま 

す 不思議に 思った が、 そのまま にしても おけない ので、 
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